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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】単純な構造を有し、機械加工が容易であり、使
いやすく、高い安全性を有し、様々な特定の操作位置で
手術操作を実行することができる超音波メス先端部を提
供する。
【解決手段】超音波メス先端部は、先端部チップ１、先
端部バー２、及び先端部本体３を備え、先端部チップは
先端部バーの一端に配置され、先端部バーの円柱形状か
ら徐々に移行するくさび形状又は平板形状を有し、多屈
曲先端部を形成するように先端部バーの長手方向に屈曲
延長部を有し、屈曲延長部は切断端部１１で終端する。
切断端部の前端面、左側面、及び右側面が切断面１２で
ある。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　先端部チップ、先端部バー、及び先端部本体を備え、前記先端部チップは前記先端部バ
ーの一端に配置され、前記先端部チップは、前記先端部バーの円柱形状から徐々に移行す
るくさび形状又は平板形状を有し、多屈曲先端部を形成するように前記先端部バーの長手
方向に屈曲延長部を有し、前記屈曲延長部は切断端部で終端する、超音波メス先端部。
【請求項２】
　前記切断端部の前端面並びに左側面及び右側面が切断面である、
　請求項１に記載の超音波メス先端部。
【請求項３】
　前記先端部チップの下面に切断ブレードがさらに長手方向に設けられ、前記切断ブレー
ドの最前端部及び最下端部が切断面である、
　請求項２に記載の超音波メス先端部。
【請求項４】
　前記切断ブレードの断面が矩形、又は逆三角形、又は上底が下底よりも長い台形の形状
であり、前記切断ブレードの最前端部がテーパ状である、
　請求項３に記載の超音波メス先端部。
【請求項５】
　前記切断面が、ストレートで平坦な面、又は円弧状の面、又はくさび状のビットブレー
ド様構造、又は歯付き構造であるように機械加工される、
　請求項２、３又は４に記載の超音波メス先端部。
【請求項６】
　前記切断端部の上面及び下面の形状が円形又は楕円形又は矩形又は台形である、
　請求項１、２、３又は４に記載の超音波メス先端部。
【請求項７】
　前記先端部バーが中空構造であり、水注入孔が、潅注液を前記先端部チップに直接方向
付けて注入するために、前記先端部バーに接続された側で前記先端部チップに設けられる
、
　請求項１、２、３又は４に記載の超音波メス先端部。
【請求項８】
　長手方向の通し溝又は半通し溝が、前記切断端部の上面及び／又は下面に形成される、
　請求項７に記載の超音波メス先端部。
【請求項９】
　前記先端部バーの他端が前記先端部本体に接続され、前記先端部バーが、滑らかな移行
部を有する斜面又は円弧状の面を介して前記先端部本体に接続され、前記先端部本体の他
端が、超音波トランスデューサを介して特定の超音波ホストに接続される、
　請求項１、２、３、４又は８に記載の超音波メス先端部。
【請求項１０】
　前記先端部本体の他端に接続ねじが設けられ、前記接続ねじは接続雌ねじ又は接続雄ね
じであり、前記先端部本体に締付部分がさらに設けられる、請求項６に記載の超音波メス
先端部。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
技術分野
　本開示は医療器具の技術分野に属し、特に超音波メス先端部（ultrasonic scalpel bit
）に属する。
【背景技術】
【０００２】
背景
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　現代社会では、医療技術の発展に伴い、整形外科手術は多様化の傾向を示している。し
たがって、手術を行う場合、様々な整形外科の状態に応じて様々な種類のメス先端部を使
用して、患部で切断、研削、擦過、クランピング及び他の操作を行う必要がある。手術で
は、通常、超音波メスを使用して、軟質組織、硬質組織、及び人間の組織のような組織を
切断及び成形する。既存の超音波メスの切断用先端部は、図１に示すように、ほとんどが
板状先端部であり、さらに、現在、このような板状先端部はほとんど直線バーを備えてお
り、このような直線バーの板状先端部は、見える場所で行われる操作のみを完了すること
ができ、側部剥離などの手術操作を完了することはできない。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
概要
　上記の既存の技術的問題を解決するために、本開示の一実践形態は、様々な特別な操作
位置において手術操作を実行することができる超音波メス先端部を考案した。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記の既存の技術的問題を解決するために、本開示の一実践形態の超音波メス先端部は
、先端部チップ（bit tip）、先端部バー(bit bar)、及び先端部本体(bit body)を備え、
先端部チップは先端部バーの一端に配置され、先端部チップは、先端部バーの円柱形状か
ら徐々に移行するくさび形状又は平板形状を有し、多屈曲先端部を形成するように先端部
バーの長手方向に屈曲延長部を有し、屈曲延長部は切断端部で終端する（terminate）。
【０００５】
　本開示の超音波メス先端部では、好ましくは、切断端部の前端面並びに左側面及び右側
面が切断面である。
【０００６】
　本開示の超音波メス先端部では、好ましくは、先端部チップの下面に切断ブレードがさ
らに長手方向に設けられ、切断ブレードの最前端部及び最下端部が切断面である。
【０００７】
　本開示の超音波メス先端部では、好ましくは、切断ブレードの断面は矩形、又は逆三角
形、又は上底が下底よりも長い台形の形状であり、切断ブレードの最前端部はテーパ状で
ある。
【０００８】
　本開示の超音波メス先端部では、好ましくは、切断面は、ストレートで平坦な面（stra
ight planar face）、又は円弧状の面、又はくさび状のビットブレード様構造、又は歯付
き構造であるように機械加工される。
【０００９】
　本開示の超音波メス先端部では、好ましくは、切断端部の上面及び下面は、形状が円形
又は楕円形又は矩形又は台形である。
【００１０】
　本開示の超音波メス先端部では、好ましくは、先端部バーは中空構造であり、水注入孔
が、潅注液（irrigation liquid）を先端部チップに直接方向付けて注入するために、先
端部バーに接続された側で先端部チップに設けられる。
【００１１】
　本開示の超音波メス先端部では、好ましくは、長手方向の通し溝又は半通し溝が、切断
端部の上面及び／又は下面に形成される。
【００１２】
　本開示の超音波メス先端部では、好ましくは、先端部バーの他端は、先端部本体に接続
され、先端部バーは滑らかな移行部を有する斜面又は円弧状の面を介して先端部本体に接
続され、先端部本体の他端は、超音波トランスデューサを介して特定の超音波ホストに接
続される。
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【００１３】
　本開示の超音波メス先端部では、好ましくは、先端部本体の他端には接続ねじが設けら
れ、接続ねじは接続雌ねじ又は接続雄ねじであり、先端部本体にはさらに締付部分が設け
られる。
【００１４】
　超音波メス先端部は以下の有益な効果を有する；
　（１）本開示は単純な構造を有し、機械加工が容易である。
　（２）本開示の超音波メス先端部は、超音波トランスデューサによって生成される全エ
ネルギーを先端部チップ（最も効果的な作業部分）に集中させることができ、それにより
器具の先端部の前端部分は最高エネルギー出力を有し、最強の作業効率を達成する。
　（３）本開示の超音波メス先端部では、先端部チップの屈曲設計により、アクセスする
のが難しい様々な部位を医師が切断するのを補助することができ、それにより手術時間は
短縮され、医師の手術操作強度は低減され、手術の安全性は改善される。
　（４）本開示の超音波メス先端部では、上昇した切断ブレードが、先端部チップの下面
に長手方向に設けられ、その結果、超音波メス先端部の切断端部はＴ字形であり、超音波
メス先端部はＴ字形屈曲先端部になり、Ｔ字形屈曲先端部は特定の場合に適用可能であり
、切断された骨セメントを簡単に取り出すことができるようにそれを切り離すことができ
、それにより医師の手術操作強度は低減され、手術の安全性が改善される。
　（５）本開示の切断面は、ストレートで平坦な面、又は円弧状の面、又はくさび状のビ
ットブレード様切断面若しくは歯付き切断面であるように機械加工されてもよく、くさび
状のビットブレード様切断面若しくは歯付き切断面は、さらに特定の場合に適用可能であ
り、その使用を促進する。
　（６）本開示の超音波メス先端部は中空構造であり、先端部チップには水注入孔が設け
られ、水注入孔は、潅流液が先端部チップの後面から流れ出ることを保証することができ
る。長手方向の通し溝又は半通し溝は、先端部チップの切断端部の上面及び／又は下面に
形成され、それにより十分な水を注入することができる。手術中、先端部ヘッド部分全体
及び接触された組織はリアルタイムで潅流液の洗浄及び冷却に完全にさらされ、それによ
り切除された組織をすぐに放出することができ、切開部の視界は明瞭にして澄んでいて、
保持されるべき残留組織を損傷から保護することができる。このようにして、手術の危険
性はさらに低減され、手術の安全性及び成功率はさらに改善される。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
図面の簡単な説明
【図１】従来技術の超音波メス先端部の概略構造図である。
【図２】本開示の第１の実施形態の超音波メス先端部の概略斜視図である。
【図３】本開示の第１の実施形態の超音波メス先端部の正面図である。
【図４】本開示の第１の実施形態の超音波メス先端部の上面図である。
【図５】本開示の第２の実施形態の超音波メス先端部の上面図である。
【図６】本開示の第３の実施形態の超音波メス先端部の概略斜視図である。
【図７】本開示の第３の実施形態の超音波メス先端部の正面図である。
【図８】本開示の第３の実施形態の超音波メス先端部の前面図である。
【図９】本開示の第３の実施形態の超音波メス先端部の底面図である。
【図１０】本開示の第４の実施形態の超音波メス先端部の概略斜視図である。
【図１１】本開示の第４の実施形態の超音波メス先端部の正面図である。
【図１２】本開示の第４の実施形態の超音波メス先端部の上面図である。
【考案を実施するための形態】
【００１６】
実施形態の詳細な記載
　本開示の技術的解決策は、添付の図面を参照して以下に明確且つ完全に記載される。明
らかに、記載された実施形態は、本開示の実施形態のすべてではなく一部である。創作的
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努力なしに本考案の実施形態に基づいて当業者によって得られる他のすべての実施形態は
、本開示の保護の範囲内にあるものとする。
【００１７】
　本開示の記載中、「中央」、「上部」、「下部」、「左」、「右」、「垂直」、「水平
」、「内側」、「外側」、その他の用語によって示される向き又は位置関係は、添付の図
面に示される向き又は位置関係に基づいており、本開示の説明を容易にし、説明を単純化
することを意図しているに過ぎず、装置又は要素が特定の向きを持たなければならない、
又は特定の向きで構成及び操作されなければならないように言及されていることを示す又
は暗示するものではなく、本開示を限定するものとして解釈されないことに留意されたい
。さらに、「第１」、「第２」、及び「第３」という用語は説明のみを目的としており、
相対的な重要性を示している又は暗示していると解釈されるべきではない。
【００１８】
　本開示の記載中、「取り付ける」、「接続する」及び「接続」という用語は、特に明示
的に指定又は定義されない限り、広い意味で理解されるべきであることに留意すべきであ
り、例えば、それは固定された接続、着脱可能な接続若しくは一体化された接続であり得
、機械的接続若しくは電気的接続であり得、そして、直接接続若しくは中間媒体を介した
間接接続であり得、又は２つの要素の内部間の連通であり得る。当業者は、本開示におい
て上述した用語の特定の意味を、特定の状況に従って解釈するはずである。
【００１９】
　本開示は、添付の図面を参照して特定の実施形態によって以下でさらに詳細に記載され
る。
【００２０】
　図２～４は、本開示の第１の実施形態の超音波メス先端部を示す。図２は、第１の実施
形態の超音波メス先端部の概略斜視図であり、図３は、第１の実施形態の超音波メス先端
部の正面図であり、図４は、第１の実施形態の超音波メス先端部の上面図である。図２～
４に示すように、本開示の第１の実施形態の超音波メス先端部は、先端部チップ１、先端
部バー２及び先端部本体３を備える。先端部チップ１の一端は、円柱状の先端部バー２の
一端に接続され、先端部チップ１の他端は円柱形状から徐々に移行するくさび又は平板形
状を有し、先端部バー２の長手方向に屈曲延長部を有する。図２及び３に示されるように
、この実施形態の超音波メス先端部は、２度曲げられて、２つの曲折部１３を形成する。
屈曲延長部は切断端部１１で終端し、切断端部１１は組織を切断し、除去するために使用
される。本実施形態の超音波メス先端部において、切断端部１１の上面及び下面は、矩形
の形状である。切断端部１１の前端面及び左右の側面は切断面１２である。切断面１２は
また、図２～４において左側及び右側の切断面として示されるように、上面及び下面に対
して実質的に垂直なストレートで平坦な面に機械加工されてもよい。切断面１２はまた、
図２～４において正面端部の切断面として示されるように、切断速度を増加するためにく
さび状の先端部ブレード形状に機械加工されてもよい。切断面１２はまた、切断をさらに
促し、滑りを防止するために、歯を付けられるように機械加工されてもよい。切断面１２
はまた、円弧状の面に機械加工されてもよく、それは丸穴状の傷において周方向の切断動
作をさらに促す。先端部バー２の他端は、先端部本体３に接続され、先端部本体３は超音
波トランスデューサを介して特定の超音波ホストに接続される。本開示の第１の実施形態
の超音波メス先端部によれば、超音波トランスデューサによって生成される全エネルギー
を先端部チップ（最も効果的な作業部分）に集中させることが可能であり、それにより器
具先端部の正面端部部分は最高エネルギー出力を有し、最強の作業効率を達成する。加え
て、先端部チップの屈曲設計により、アクセスするのが難しい様々な部位を医師が切断す
ることを補助することができ、それによって手術時間が短縮され、医師の手術操作強度が
低減され、そして手術の安全性が改善される。
【００２１】
　本開示の第１の実施形態の超音波メス先端部において、先端部バー２は中空構造であり
、水注入孔１４が、先端部チップ１に潅注液を直接注入するために、先端部バー２に接続
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された側において先端部チップ１に設けられる。十分な水を注入できるように、切断端部
１１は、通し溝又は半通し溝を長手方向に設けられてもよい。先端部バー２の一端は先端
部チップ１に接続され、先端部バー２の他端は先端部本体３に接続される。先端部バー２
は滑らかな移行部を有する斜面又は円弧状の面を介して先端部本体３に接続される。先端
部本体３の他端は接続用ねじ３１を設けられる。接続用ねじ３１は、雌ねじ又は雄ねじの
いずれかであり得る。この実施形態では、接続用雄ねじが使用されている。外科手術の間
、先端部本体３の尾部の接続用ねじ３１は、特定の超音波トランスデューサに接続され、
対応するレンチを用いて締め付けられ、次いで超音波トランスデューサは特定の超音波ホ
ストに接続され、それにより超音波メス先端部は操作の準備が整う。上述のように、超音
波メス先端部は中空構造であり、先端部チップには水注入孔が設けられ、それは潅流液が
先端部チップの後面から流れることを保証することができ、長手方向通し溝又は半通し溝
は、切断端部の上面及び／又は下面に形成され、それにより十分な水を注入可能であり、
手術の間、先端部ヘッド部分全体及び接触された組織は、リアルタイムで潅流液の洗浄及
び冷却に完全にさらされ、それにより切除された組織をすぐに放出することができる。切
開部の視界は明瞭にして澄んでいて、それにより保持されるべき残留組織を損傷から保護
することができる。このようにして、手術の危険性はさらに低減され、手術の安全性及び
成功率が改善される。
【００２２】
　図５は本開示の第２の実施形態の超音波メス先端部の上面図である。この実施形態の超
音波メス先端部は、本開示の第１の実施形態の超音波メス先端部と実質的に同じであるが
、先端部チップ１の切断端部１１の上面及び下面が楕円形の形状であり、切断面１２が円
弧状の面である点が異なり、円弧状の面は丸穴状の傷内の周方向の切断動作をさらに促す
。当然のことながら、切断端部１１の上面及び下面の形状は円形、台形、その他であって
もよい。同様に、この実施形態の超音波メス先端部において、先端部バー２は同じく中空
構造であり得、水注入孔１４が先端部バー２に接続された側で先端部チップ１に設けられ
、それにより先端部チップ１に潅注液を直接注入するようにする。十分な水を注入できる
ようにするために、切断端部１１には、通し溝又は半通し溝が長手方向に設けられてもよ
い。先端部バー２の一端は、先端部チップ１に接続され、先端部バー２の他端は先端部本
体３に接続される。先端部バー２は滑らかな移行部を有する斜面又は円弧状の面を介して
先端部本体３に接続される。先端部本体３の他端は接続用ねじ３１を設けられる。接続用
ねじ３１は、雌ねじ又は雄ねじのいずれかであり得る。同様に、中空構造の超音波メス先
端部は、潅流液が先端部チップの後面から流れることを保証することができる。長手方向
の通し溝又は半通し溝が、先端部チップの切断端部の上面及び／又は下面に形成され、そ
れにより十分な水の注入を保証することができる。したがって、手術の間、先端部ヘッド
部分全体及び接触された組織は、リアルタイムで潅流液の洗浄及び冷却に完全にさらされ
、それにより切除された組織をすぐに放出することができ、切開部の視界は明瞭にして澄
んでいて、保持されるべき残留組織を損傷から保護することができる。このようにして、
手術の危険性をさらに低減することができる。
【００２３】
　図６～９は本開示の第３の実施形態の超音波メス先端部を示す。図６は第３の実施形態
の超音波メス先端部の概略斜視図であり、図７は第３の実施形態の超音波メス先端部の正
面図であり、図８は第３の実施形態の超音波メス先端部の前面図であり、図９は第３の実
施形態の超音波メス先端部の底面図である。本開示の第３の実施形態の超音波メス先端部
は、第１の実施形態の超音波メス先端部と実質的に同じであるが、先端部チップ１の屈曲
方向が第１の実施形態の先端部チップ１の屈曲方向と反対であり、この実施形態では、上
昇した切断ブレード１５が先端部チップ１の下面に長手方向に設けられ、それによりこの
実施形態の切断端部はＴ字形断面を有し、超音波メス先端部はＴ字形に曲げられた先端部
の形態である点が異なる。切断ブレード１５の断面は台形の形状であり、上底が下底より
長く、切断ブレード１５の最前端及び最下端は切断面１２である。切断ブレード１５の最
前端は、図８及び９に示されるように、くさび状ブレード様構造にテーパ化される。切断
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ブレード１５の最下端の切断面１２は、ストレートで平坦な面又は円弧状の面又はくさび
状ビットブレード様構造に機械加工されてもよい。この実施形態では、先端部本体３に締
付部分３２がさらに設けられる。本開示の第３の実施形態の超音波メス先端部において、
上昇した切断ブレードが先端部チップの下面に長手方向に設けられ、その結果、超音波メ
ス先端部の切断端部はＴ字形であり、超音波メス先端部はＴ字形に曲げられた先端部にな
り、これは特定の場合に適用可能であり、切断された骨セメントを容易に取り出すことが
できるようにそれを切り離すことができる。したがって、医師の手術操作強度は低減され
、手術の安全性は改善される。
【００２４】
　さらに、本開示の第３の実施形態の超音波メス先端部において、先端部バー２は同じく
中空構造であり得、水注入孔が、先端部チップ１に潅注液を直接注入するために、先端部
バー２に接続された側において先端部チップ１に設けられる。十分な水を注入できるよう
に、切断端部１１には同じく通し溝又は半通し溝が長手方向に設けられてもよい。したが
って、十分な水を注入可能であり、手術中、先端部ヘッド部分全体及び接触された組織は
、リアルタイムで潅流液の洗浄及び冷却にさらされ、それにより切除された組織をすぐに
放出することができ、切開部の視界は明瞭にして澄んでいて、保持されるべき残留組織を
損傷から保護することができる。このようにして、手術の危険性をさらに低減することが
できる。
【００２５】
　図１０～１２は、本開示の第４の実施形態の超音波メス先端部を示す。図１０は、第４
の実施形態の超音波メス先端部の概略斜視図であり、図１１は第４の実施形態の超音波メ
ス先端部の正面図であり、図１２は第４の実施形態の超音波メス先端部の上面図である。
本開示の第４の実施形態の超音波メス先端部は、第１の実施形態の超音波メス先端部と実
質的に同様であるが、切断端部１１の左側及び右側の切断面１２が歯付き構造に機械加工
され、先端部本体３にさらに締付部分３２が設けられている点が異なる。本開示の第４の
実施形態の超音波メス先端部によれば、切断端部の左側及び右側の切断面は歯付き構造で
あるように機械加工されているので、超音波トランスデューサによって生成された全エネ
ルギーを、先端部チップの切断端部１１の歯付き構造の歯先部分（最も効果的な作業部分
）に集中することができ、それにより工具の先端部の正面端部部分は最高エネルギー出力
を有し、最強作業効率を達成する。
【００２６】
　要するに、本開示の先端部チップの屈曲設計により、アクセスするのが難しい様々な部
位を医師が切断するのを補助することができ、それによって手術時間が短縮され、医師の
手術操作強度が低減され、そして手術の安全性が改善される。本開示において、上昇した
切断ブレードが先端部チップの下面に長手方向に設けられ、その結果、超音波メス先端部
の切断端部はＴ字形構造であり、超音波メス先端部はＴ字形に曲げられた先端部になり、
これは特定の場合に適用可能であり、切断された完全な円形状の骨セメントを容易に取り
出すことができるようにそれを切り離すことができ、それによって医師の手術操作強度は
低減され、手術の安全性は改善される。さらに、本開示の切断面は、ストレートで平坦な
面又は円弧状の面又はくさび状のビットブレード様若しくは歯付き構造（これはより特定
の場合に適用可能であり、その使用を促進する）であるようにそれぞれ機械加工されても
よい。
【００２７】
　上記の様々な実施形態は、本開示の技術的解決策を限定するのではなく、単に例示する
ために使用される。本開示を上記の様々な実施形態を参照して詳細に記載してきたが、当
業者は、上記の様々な実施形態で特定された技術的解決策はなおも修正可能であること、
又はその中の技術的特徴の一部又はすべてを同等に置換できること；及び、そのような修
正も置換も、対応する技術的解決策の本質を本開示の様々な実施形態の技術的解決策の範
囲から逸脱させないことを理解するはずである。
【符号の説明】
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【００２８】
　１　先端部チップ
　１１　切断端部
　１２　切断面
　１３　屈曲部
　１４　水注入孔
　１５　切断ブレード
　２　先端部バー
　３　先端部本体
　３１　接続ねじ
　３２　締付部分

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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【図１２】
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